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ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
さ
と
み

　

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
五
月
十
五
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
経
て

平
成
二
十
九
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
三
十
年

ほ
ど
前
に
第
二
回
生
と
し
て
こ
の
大
府
東
高
校

を
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
母
校
を

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
懐
か
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
保
護
者
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
卒

業
生
と
し
て
心
身
と
も
に
健
全
な
生
徒
の
育
成

に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
大
府
東
高
校
は
本
年
創
立
三
十
五
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
当
時
は
女
子
の
制
服

は
、
ブ
レ
ザ
ー
で
赤
い
ネ
ク
タ
イ
、
自
転
車
通

学
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
今
と
は
か
な
り
異

な
る
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が

大
府
市
内
か
ら
の
進
学
で
市
外
か
ら
の
生
徒
は

一
ク
ラ
ス
五
十
人
近
く
い
る
中
で
二
～
三
人
程

度
。
そ
れ
が
今
で
は
、
半
分
は
市
外
か
ら
の
生

徒
と
な
り
、
よ
り
広
い
地
域
の
方
か
ら
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
学
校
に
な
っ
た
の
だ
と
、

改
め
て
三
十
五
年
の
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
は
、
大
人
も
子
供
も
い
つ
も
忙

し
く
時
間
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
も
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
情
報
を
自
分
の
中
で
処
理
し
た
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
人
と
の
関
わ
り
も
必
要
以
上
に
増
え
て

時
間
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
余
裕
が
な
く
な
る
と
、
些

細
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

先
日
そ
ん
な
イ
ラ
イ
ラ
、
怒
り
の
感
情
と
上

手
に
付
き
合
う
た
め
の
心
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

『
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
に
つ
い
て
話
を

聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
が
怒
る
理
由
の

一
つ
は
、
自
分
が
信
じ
て
い
る
『
べ
き
』
が
目

の
前
で
裏
切
ら
れ
る
か
ら
。
例
え
ば
『
子
供
は

こ
う
あ
る
べ
き
』
と
思
っ
て
い
る
の
に
そ
の
通

り
に
な
ら
な
い
と
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
怒
れ

た
り
す
る
の
で
す
。
そ
ん
な
時
は
、
怒
り
の

ピ
ー
ク
は
長
く
て
六
秒
。
反
射
的
に
対
応
せ

ず
、
六
秒
待
っ
た
方
が
、
よ
り
良
い
対
応
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
ま
た
『
べ
き
』
は
人
そ
れ
ぞ

れ
違
い
ま
す
。『
べ
き
』
の
許
容
範
囲
を
広
げ

る
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
や
怒
り
が
減
少
し
ま
す
。

自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
上
手
く

子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

高
校
で
の
三
年
間
は
、
子
供
の
将
来
の
方
向

性
を
決
め
る
大
事
な
時
期
で
す
。
様
々
な
知
識

を
習
得
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
考
え
る
力
や
判

断
す
る
能
力
も
培
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
生
涯
付
き
合
え
る
よ
う
な
友
人

を
作
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
子
供
た
ち
が
、
毎

日
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
本
年
度

も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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去
る
五
月
十
五
日
（
月
）、
本
校
体
育
館

に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
の
出
席
者
は
一
七
一
名
（
委
任
状

五
二
一
）
で
し
た
。

　

総
会
は
、
和
藤
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
平

成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
会
計
決
算
、
監
査

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
役
員
改
選
が
行

わ
れ
承
認
さ
れ
、
近
藤
新
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
役
員
の
方
か
ら
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
、
会
計
予
算
案
が
提
示

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
和
藤
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
十
二
名

の
役
員
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
終
了
し

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
学
年
ご
と
に
会
場
を
設
定

し
、
学
年
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
第
一
学
年

は
「
高
校
生
活
の
適
応
に
つ
い
て
」
学
年
主
任

お
よ
び
各
分
掌
の
担
当
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。

第
二
学
年
は
「
二
年
生
の
生
活
・
学
習
と
修
学

旅
行
に
つ
い
て
」
学
年
主
任
お
よ
び
各
分
掌
と

修
学
旅
行
担
当
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。
第
三
学

年
は
「
進
路
に
つ
い
て
」
学
年
主
任
お
よ
び
各

分
掌
の
担
当
、
進
路
指
導
主
事
か
ら
話
を
し
ま

し
た
。
懇
談
会
へ
も
多
く
の
保
護
者
の
方
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
計
画

                               

１　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会　

五
月
十
五
日
（
月
）

２　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・
支
部
委
員
会
・
委
員
会
等

　

①　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
六
日
（
火
）

　
　

第
二
回　

九
月
二
十
九
日
（
金
）

　
　

第
三
回　

一
月
二
十
六
日
（
金
）

　
　

第
四
回　

三
月
二
十
八
日
（
水
）

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
支
部
委
員
合
同
会
議

　
　

第
一
回　

六
月
六
日
（
火
）

　
　

第
二
回　

三
月
二
十
八
日
（
水
）

　

③　

Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
六
日
（
火
）

　

実
践
活
動

　
　

進
路
指
導
委
員
会

　
　
　

校
外
研
修
会
（
七
月
）

　
　
　

第
二
回
委
員
会　

三
月
二
十
八
日（
水
）

　
　

生
徒
指
導
委
員
会

　
　
　

職
員
合
同
校
外
指
導
（
一
回
）

　
　
　

職
員
合
同
交
通
指
導
（
三
回
）

　
　

環
境
整
備
委
員
会

　
　
　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
植
栽（
年
二
回
）

　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

九
月
十
二
日
（
火
）

　
　

国
際
交
流
委
員
会

　
　
　

物
品
販
売
実
施
（
文
化
祭
）

　
　

文
化
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
催
し
物

３　

研
修
会
・
大
会
等

　

①　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
協
議
会

　
　
　
　

五
月
九
日
（
火
）　

半
田
市

　
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校 

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
井
俊
直 

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
は
、
二
三
四
名
の
新
入
生
を

迎
え
て
ス
タ
ー
ト
を
し
、
早
、
三
か
月
余
り
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
の
出
来
事
と
し
て
三

つ
、
お
話
を
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
部
活
動
に
つ
い
て
で
す
。
総
体
知
多

地
区
予
選
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

が
優
勝
し
県
大
会
へ
、
ま
た
、
柔
道
部
、
弓
道

部
、
陸
上
競
技
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
、
卓
球
部
が
県
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
各
部
と
も
、
県
大
会
で
は
善
戦
し
ま

し
た
。
県
大
会
へ
の
出
場
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
部
活
動
を
三
年
間
続
け
た
生
徒
諸
君
は
本
当

に
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
練
習

の
過
程
で
多
く
の
こ
と
を
身
に
つ
け
、
成
長
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
部
の
応
援

に
参
り
ま
し
た
が
、
観
客
席
か
ら
心
を
込
め
て

大
き
な
声
で
激
励
や
声
援
を
送
っ
て
い
る
卒
業

生
、
保
護
者
の
方
の
姿
も
印
象
的
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護

者
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
ル
ウ
ッ
ド
カ

レ
ッ
ジ
と
の
交
流
に
つ
い
て
で
す
。
本
年
度

は
、
一
名
の
生
徒
が
七
月
一
日
に
六
週
間
の

長
期
派
遣
と
し
て
、
一
二
名
の
生
徒
が
七
月

三
十
一
日
に
十
日
間
の
短
期
派
遣
と
し
て
訪
問

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
月
に

は
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
交
換
留
学

生
二
名
が
本
校
で
授
業
を
受
け
ま
す
。
文
化
や

伝
統
、
生
活
習
慣
の
異
な
る
同
世
代
の
若
者
が

交
流
を
深
め
る
中
で
、
両
校
の
生
徒
が
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
を
養
い
、
異
文
化
を
理
解
し
尊
重

す
る
資
質
・
能
力
を
つ
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
校
は
、「
あ
い
ち

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
と
は
、
科
学
・
技
術
・
工

学
・
数
学
の
四
分
野
を
統
合
的
に
学
ぶ
新
し
い

学
習
ス
タ
イ
ル
で
す
。
二
年
生
の
理
系
生
徒
を

中
心
に
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
」、「
理
科
の

実
験
や
実
習
」
等
を
通
し
て
、
外
部
講
師
に
よ

る
先
進
的
な
授
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対

す
る
更
な
る
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後
と
も

一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
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平成29年度 ＰＴＡ常任役員および委員会

役 職 名 氏　　名 委員会

会　　　長 近　藤 さとみ 全委員会総括

副　会　長 笹　田 栄　治 委員会総括

副　会　長 今給黎 佳代子 委員会総括

書　　　記 宮　本 治　美 進路指導

書　　　記 篠　田 由美子 国際交流

会　　　計 西　脇 正　美 文化

会　　　計 本　田 裕　実 総務

監　　　査 五十嵐 香　代 生徒指導

監　　　査 福　田 智　美 環境整備

顧　　　問 和　藤 　　健 全委員会総括

平成29年度 ＰＴＡ支部役員および委員会

大 府 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 大　嶋 美　里 国際交流委員長

副支部長 小　田 紀久子 生徒指導副委員長

支部委員 近　藤 孝　子 国際交流委員

支部委員 中　井 由美子 文化委員

支部委員 久　野 清　美 文化委員

支部委員 風　間 睦　子 生徒指導委員

大府西支部 氏　　名 委員会

支 部 長 鈴　木 尚　美 文化委員長

副支部長 立和名 直　美 総務委員

支部委員 西　野 久　美 環境整備委員

支部委員 高　岸 美紀子 進路指導委員

支部委員 石　森 亜　紀 国際交流委員

支部委員 久保田 恭　子 環境整備委員

大府北支部 氏　　名 委員会

支 部 長 本　田 裕　実 総務委員

副支部長 加　藤 典　子 国際交流副委員長

支部委員 新　美 聖　美 環境整備委員

支部委員 板　東 陽　子 生徒指導委員

支部委員 新　美 　　桂 国際交流委員

大府南支部 氏　　名 委員会

支 部 長 伴　　 千　春 総務委員長

副支部長 高　須 洋　子 国際交流委員

支部委員 高　木 綾　子 文化委員

支部委員 大久保 英　知 総務委員

支部委員 山　口 晴　美 環境整備委員

	

	

			   　 	

知 多 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 田　中 文　栄 生徒指導委員長

副支部長 外　山 京　子 総務副委員長

支部委員 駒　田 千　草 文化委員

支部委員 稲　熊 弥　恵 生徒指導委員

支部委員 鈴　木 　　恵 文化委員

支部委員 久　米 奈　穂 進路指導委員

名 南 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 沼　田 丈　二 生徒指導委員

副支部長 鬼　頭 友　紀 進路指導副委員長

支部委員 西　尾 みどり 国際交流委員

名 東 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 服　部 直　美 進路指導委員長

副支部長 武　田 加奈絵 環境整備副委員長

支部委員 加　藤 洋　美 国際交流委員

支部委員 佐　藤 みなみ 生徒指導委員

支部委員 市　川 真由美 進路指導委員

三 河 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 佐　治 加津子 環境整備委員長

副支部長 古　田 幸　子 文化副委員長

支部委員 金　沢 敦　子 進路指導委員

支部委員 南　谷 友　香 環境整備委員

支部委員 髙　橋 佳　代 総務委員

支部委員 稲　垣 美　香 文化委員

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
研
修
会

　
　
　
　

六
月
二
日
（
金
）

　
　
　
　
　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

　

③　

東
海
地
区
高
Ｐ
連
三
重
大
会

　
　
　
　

六
月
十
六
日
（
金
）

　
　
　
　
　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

④　

全
国
高
Ｐ
連
静
岡
大
会

　
　
　
　

八
月
二
十
四
日（
木
）  

二
十
五
日（
金
）

　
　
　
　
　

小
笠
山
総
合
運
動
公
園
エ
コ
パ
他

　

⑤　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
研
究
集
会

　
　
　
　

十
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
　

知
多
市
勤
労
文
化
会
館

４　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
『
冬
青
』
発
行
（
三
回
）

　
　
　

第
百
三
号　

七
月
十
三
日
（
木
）

　
　
　

第
百
四
号　

十
二
月
十
八
日
（
月
）

　
　
　

第
百
五
号　

二
月
二
十
八
日
（
水
）
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こ
ん
に
ち
は
�
僕
の
名
前
は
レ
イ
ベ
ン
・

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ボ
ー
ハ
・
ア
ル
マ
ザ
ン
で
す
。

（Raven A
nthonyBorja A

lm
azan

）
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
き
ま
し
た
。
日
本
に
き
て
た
く
さ

ん
良
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
て
せ
い

ち
ょ
う
で
き
た
と
お
も
い
ま
す
。
大
府
東
高
等

学
校
に
一
年
間
い
ま
し
た
。
大
府
東
高
校
に
い

け
て
よ
か
っ
た
で
す
。
最
初
は
日
本
語
あ
ん
ま

り
喋
れ
な
か
っ
た
け
ど
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

か
学
校
の
先
生
と
か
友
達
が
色
々
な
こ
と
を
手

伝
っ
て
く
れ
た
か
ら
楽
し
い
生
活
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
み
ん
な
の
お
か
げ
で
き
っ
と
自
信
を

も
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
み
ん
な
は
い
つ
も
僕
を
助
け
て
く
れ

て
す
ご
く
親
切
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
は

授
業
で
僕
に
い
つ
も
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
日
本
語
の
授
業
は
難
し
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
校
の
生
活
と
日
本
の

学
校
の
生
活
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す
。
日
本

で
は
お
弁
当
と
か
持
っ
て
き
て
教
室
で
食
べ
ま

す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
お
昼

を
食
べ
ま
す
。
あ
と
、
日
本
は
生
徒
が
自
分
で

掃
除
し
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
掃
除
人
が
い
ま

す
の
で
掃
除
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
綺

麗
な
場
所
が
多
い
で
す
。
色
々
な
場
所
に
行
き

ま
し
た
。
例
え
ば
東
京
と
か
京
都
と
か
広
島
に

行
き
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
く
て
面
白
く
て
綺

麗
で
し
た
。

　

一
番
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
修
学
旅
行
で

す
。
広
島
と
か
四
国
と
か
金
比
羅
山
に
行
き
ま

し
た
。
厳
島
神
社
は
本
当
に
き
れ
い
で
し
た
。

た
く
さ
ん
写
真
を
撮
れ
ま
し
た
。
先
生
達
と
写

真
撮
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
た

く
さ
ん
話
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
学
校
の
生
活

は
す
ご
く
楽
し
く
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
柔
道
部
に
入
り
ま
し
た
。
柔
道
は
面

白
か
っ
た
で
す
。
柔
道
が
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
僕
は
大
府
東
高
校
の
一
年
間
は
本
当
に
幸

せ
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
っ
て
も
み
ん
な

の
こ
と
を
絶
対
忘
れ
ま
せ
ん
。
日
本
に
来
て
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
�
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
�

平成29年度 転入 ・転出者紹介
【転入】　

教　　頭　磯村　幸彦（保体）　半田高等学校
教　　諭　森田慎太郎（数学）　日進西高等学校
　　　　　圡田あゆみ（英語）　横浜市立みなと総合高等学校
　　　　　後藤　晃宏（理科）　新任
　　　　　稲垣　志帆（国語）　新任
再任用教諭　倉田　正之（英語）　継続
　　　　　齋藤久美子（英語）　継続
　　　　　古橋　和秋（数学）　東浦高等学校
　　　　　髙岡　宣之（数学）　東海南高等学校
臨時的任用教諭　杉浦　未妃（保体）　継続
　　　　　右田　真也（英語）　継続
期限付教諭　稲垣あすか（家庭）　継続
　　　　　近藤　真央（地歴公民）　継続
　　　　　鈴木裕一郎（理科）　旭野高等学校
　　　　　藤原　陽子（国語）　知多翔洋高校
期限付実習助手　岩本　佳奈　　　　　継続
用務業務員　戸田　真治　　　　　継続
　　　　　三城　賀子　　　　　継続

【非常勤講師】
継続　森　　英輔（数学）　　山本ひろみ（数学）
　　　榊原　正浩（地歴）　　岩越　正文（理科）
　　　成田　信行（英語）　　福岡　紀杏（英語）
　　　林　由加利（音楽）　　中條　直人（美術）
新規　鈴木　一貴（情報）　　野田　大介（保体）

【転出】
教　　頭　土屋　秀弘（保体）　衣台高等学校
教　　諭　前田　昌美（英語）　熱田高等学校
　　　　　久野　繁雄（数学）　半田東高等学校
再任用教諭　宮西　愼一（理科）　東海南高等学校
　　　　　加藤　稔明（英語）　半田高等学校
　　　　　加藤　雅敏（国語）　退職
　　　　　蒔田　　真（国語）　退職
　　　　　安井　孝誌（数学）　退職
期限付講師　阿知和　歩（理科）　愛知総合工科高等学校

レ
イ
ベ
ン
・
ア
ル
マ
ザ
ン
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⑴　

国
公
立
大
学
希
望
者
数
の
違
い
に
つ
い
て

　

ア
ル
プ
ス
指
導
が
始
ま
っ
て
今
年
で
三
年
目
。

上
位
層
に
特
化
し
た
指
導
で
推
移
し
て
き
た
中

で
は
、
三
年
生
の
希
望
者
数
が
実
際
の
受
験
者

数
の
実
態
を
反
映
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
、
受
験
母
数
が
五
〇
人
を
越
え
て
い
け

ば
、
進
路
主
任
と
し
て
は
ま
ず
幸
い
と
し
た

い
。
そ
れ
に
対
し
、
一
・
二
年
生
の
進
路
指
導

は
入
学
時
よ
り
、「
自
分
を
過
小
評
価
す
る
な
。

全
国
に
目
を
向
け
、
自
分
の
力

を
試
そ
う
。」
と
指
導
し
て
き

た
中
で
、
狙
い
通
り
の
数
字
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今

の
三
ケ
タ
を
越
え
た
数
字
が
目

減
り
し
て
い
か
な
い
よ
う
、
全

体
で
指
導
し
て
い
き
た
い
。

⑵　

通
学
先
可
能
所
在
地
に
つ

　

い
て

　

二
・
三
年
の
上
級
生
と
も
昨

年
度
よ
り
全
国
志
向
の
数
は
増

え
て
い
る
。
実
際
の
受
験
時
に

ど
れ
ほ
ど
の
数
が
県
外
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
か
は
蓋
を
開

け
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

が
、
挑
戦
を
し
て
い
く
姿
勢
だ

け
は
是
非
持
ち
続
け
て
も
ら
い

た
い
。
一
年
生
が
現
段
階
で
百

人
以
上
の
全
国
志
向
で
あ
る
こ

と
も
朗
報
で
あ
る
。
経
費
と
し

て
は
一
人
暮
ら
し
の
方
が
単
純

に
多
く
か
か
る
訳
だ
が
、
お
金

に
は
換
え
ら
れ
な
い
「
経
験
」

と
い
う
名
の
宝
は
、
思
春
期
の
こ
の
時
期
、
是

非
手
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

⑶　

進
学
学
部
系
統

　

こ
れ
か
ら
保
護
者
会
や
夏
休
み
を
境
に
少
な

か
ら
ず
変
わ
っ
て
い
く
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ど
を
利
用
し
て
、
自
分
の
志
望
の
精
度
を

高
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
特
に
三
年
生
は

周
囲
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
十
年
後
の
自
分

の
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

進
学
先
を
決
め
て
も
ら
い
た
い
。
君
た
ち
の
人

生
の
肩
代
わ
り
は
親
御
さ
ん
に
も
我
々
に
も
出

来
な
い
。
自
分
の
人
生
の
主
人
公
は
あ
く
ま
で

自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
進
路
設

定
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑷　

一
年
生
の
文
理
選
択
の
数
字
は
、
五
月
当

初
の
漠
然
と
し
た
希
望
で
す
。
こ
こ
か
ら
面
接

等
を
経
て
、
現
実
に
即
し
た
指
導
が
入
り
ま

す
。
ま
た
担
任
等
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
よ

り
よ
い
進
路
選
択
に
な
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

前
期
は
夏
季
球
技
大
会
や
大
東
祭
な
ど

の
大
き
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
運
営
側
と

し
て
大
府
東
の
生
徒
全
員
が
楽
し
め
る
よ

う
な
企
画
を
考
え
て
、
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
前
期
生
徒
会
は
、
生

徒
会
執
行
部
を
経
験
し
て
い
る
人
が
多
い

で
す
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
生
徒
会

役
員
全
員
で
協
力
し
合
い
、
よ
り
よ
い
大

府
東
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

書　

記　

３

－

３　

樋
口
愛
梨

　

会　

計　

２

－

５　

大
城
優
輝

　
　
　
　

会　

長　

２

－

４　

立
和
名
歩
珠

　

副
会
長　

２

－

１　

新
美
智
也　

　
　
　
　

書　

記　

２

－

６　

熊
澤
里
恵

　

副
会
長　

２

－

１　

鈴
木
啓
太

平
成
二
十
九
年
度

　

前
期
生
徒
会
役
員
紹
介

　
進
路
希
望
調
査
結
果
よ
り

　
　 

　
　
　

進
路
指
導
部

平成29年度　第１回進路希望調査から分かること			 

		  　　　　　　　１年生（５月）　　　　 ２年生（４月）　　　　 ３年生（４月）	
　 進路希望 学年 男 女 学年 男 女 学年 男 女
1 国公四 143 91 52 122 77 45 57 34 23
2 私立四 50 31 19 72 39 33 109 71 38
3 私立短 12 4 8 11 0 11 9 0 9
4 専門 24 10 14 23 9 14 34 9 25
5 その他 0 0 0 1 0 1 2 1 1
　 計 229 136 93 229 125 104 211 115 96

　 進学先可能所在地 学年 男 女 学年 男 女 学年 男 女
1 全国可能 113 75 38 87 57 30 71 49 22
2 東海地方に限る 49 24 25 69 38 31 26 18 8
3 愛知県内に限る 66 37 29 73 30 43 114 48 66
　 計 228 136 92 229 125 104 211 115 96
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 進学（学部系統） 学年 男 女 学年 男 女 学年 男 女
1 文・人文・歴史・地理 18 13 5 18 9 9 9 1 8
2 心理・人間科学・哲学 7 4 3 13 5 8 3 1 2
3 外国語・国際関係 19 12 7 16 6 10 20 8 12
4 法・政治・総合政策 7 5 2 8 5 3 10 8 2
5 経済・経営・商学 17 10 7 14 9 5 45 40 5
6 教育（教員養成・５教科） 11 9 2 13 8 5 9 4 5
7 教育（教員養成・４教科） 6 5 1 5 3 2 4 2 2
8 教育（保育・幼児教育） 20 0 20 17 2 15 14 0 14
9 理学 16 15 1 4 4 0 5 3 2
10 工学 29 27 2 41 39 2 23 22 1
11 農学 5 4 1 8 3 5 3 2 1
12 医・歯・薬 4 1 3 7 1 6 0 0 0
13 看護 7 0 7 10 0 10 13 3 10
14 医療・医療技術系 11 5 6 10 7 3 11 6 5
15 スポーツ健康 20 17 3 14 12 2 8 5 3
16 芸術・デザイン 15 4 11 15 7 8 6 3 3
17 家政・生活 3 0 3 4 1 3 8 0 8
18 その他 12 4 8 11 4 7 20 7 13
　 計 227 135 92 228 125 103 211 115 96

　 就職（希望職種） 学年 男 女 学年 男 女 学年 男 女
1 事務 1 0 1 1 0 1 2 0 2
2 技能 0 0 0 1 1 0 3 2 1
3 営業販売 1 0 1 0 0 0 3 0 3
4 公務員 3 3 0 3 2 1 4 4 0
5 その他 0 0 0 0 0 0 2 2 0
　 計 5 3 2 5 3 2 14 8 6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 文理 学年 男 女
1 文系 129 65 64
2 理系 105 74 31
計 234 139 95
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遠
足
を
終
え
て
感
じ
た
こ
と

　
　
　
　

一
年
二
組　

石
本　

裕
己

　

僕
た
ち
一
年
生
は
、
六
月
二
日
に
三
重
県
民

の
森
へ
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。
前
日
に
雨
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
に
は
晴
天
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
一
日
の
遠
足
を
通
し
て
普
段
の

生
活
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ク
ラ
ス
の
仲

間
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
遠
足
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
で
団
結
す
る

こ
と
、
協
力
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
の
生
活
で
は
そ
の
こ
と
を
実
感
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
遠
足

の
カ
レ
ー
作
り
で
は
、
班
の
中
で
の
協
力
が
と

て
も
重
要
で
し
た
。
こ
の
カ
レ
ー
作
り
を
通
し

て
そ
の
重
要
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ク
ラ
ス
で
団
結
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
今
回

の
遠
足
で
団
結
力
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
し
、
普
段
の
生
活
の
中
で
も
遠
足
に
行
く
前

よ
り
も
仲
が
深
ま
り
ク
ラ
ス
が
賑
や
か
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ク
ラ
ス
で
団
結

し
て
、
こ
れ
か
ら
あ
る
学
校
行
事
に
取
り
組
ん

で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

 

当
た
り
前
と
い
う
幸
せ

　

一
年
二
組　

板
東　

茉
那

　

私
た
ち
一
年
生
は
、
校
外
学
習
と
し
て
、

三
重
県
民
の
森
を
訪
れ
ま
し
た
。
前
日
の
夜

に
激
し
い
雷
雨
が
襲
い
、
散
策
の
中
止
も
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
朝
に
は
絶
好
の
散
策
日
和

に
な
り
、
私
の
心
は
楽
し
み
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
三
重
県
民
の
森
の
空
気
は
と
て
も
澄
ん
で

い
て
、
歩
い
て
い
る
だ
け
で
パ
ワ
ー
を
貰
え
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
散
策
が
終
わ
り
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
あ
さ
け
に
到
着
し
ま
し
た
。
カ

レ
ー
を
作
る
前
に
施
設
の
中
村
さ
ん
か
ら
「
皆

さ
ん
は
便
利
な
生
活
に
慣
れ
す
ぎ
て
、
物
の

あ
り
が
た
み
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。」
と

心
に
響
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実

際
、
私
も
ガ
ス
や
電
気
、
水
道
が
当
た
り
前
に

使
え
る
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
あ
り
が

た
み
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
班
の
仲
間
と
協
力
し
て
火
を
お
こ
し
た

り
、
飯
盒
で
お
米
を
炊
い
た
り
し
て
い
る
と
、

普
段
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け
道
具
に
頼
っ
て
生
活

し
て
い
た
の
か
が
よ
く
わ
か
り
、「
当
た
り
前

の
生
活
っ
て
実
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
な
ん
だ

な
。」
と
、
改
め
て
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
み
ん
な
で
苦
労
し
て
作
っ
た
カ
レ
ー
は

今
ま
で
食
べ
た
こ
と
が
な
い
く
ら
い
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
私

は
校
外
学
習
と
通

じ
て
ク
ラ
ス
の
仲

を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
と
同
時

に
、
当
た
り
前
と

い
う
幸
せ
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら

は
こ
の
こ
と
を
忘

れ
ず
、
い
つ
で
も

感
謝
の
心
を
持
っ

た
人
に
な
り
た
い

で
す
。

　

修
学
旅
行

二
年
一
組　

鬼
頭　

慶
太

　

ぼ
く
は
修
学
旅
行
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
と

平
和
記
念
資
料
館
で
す
。
そ
こ
で
三
歳
の
子
の

三
輪
車
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
三
歳
の
男

の
子
は
三
輪
車
が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

原
子
力
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
八
月
六
日
八
時

十
五
分
頃
に
も
家
の
庭
で
三
輪
車
で
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
三
輪
車
を
見
た
と
き
、
フ
レ
ー
ム
は

す
べ
て
が
焦
げ
て
い
て
、
原
型
は
と
ど
め
て
い

ま
し
た
が
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
で
し
た
。
そ
の
様
子

が
原
子
爆
弾
が
ど
れ
ほ
ど
の
激
し
さ
だ
っ
た
か

を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
原
子
力
爆
弾

は
三
歳
の
男
の
子
の
未
来
や
広
島
市
の
人
々
の

日
常
を
一
瞬
で
奪
っ
た
と
思
う
と
、
も
う
二
度

と
原
子
力
爆
弾
は
落
と
し
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
広
島
・
四
国
は
今
ま
で
行
っ
た
こ

と
が
な
く
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
く

三
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
友
だ
ち
と
の
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
と
違
う
友
だ
ち

の
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
話
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
人
と
仲
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
ま
で
仲

が
良
か
っ
た
友

だ
ち
と
さ
ら
に

仲
が
良
く
な
っ

た
と
て
も
い
い

修
学
旅
行
で
し

た
。
高
校
で
の

大
き
な
行
事
は

終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

♡

　

た
の
し
か
っ
た 

遠
足
・
修
学
旅
行

　

♡
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ま
だ
ま
だ
行
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
友
だ
ち

と
の
仲
を
さ
ら
に
深
め
れ
る
よ
う
に
積
極
的
に

参
加
し
て
修
学
旅
行
よ
り
も
い
い
思
い
出
を
作

り
た
い
で
す
。

　

道
後
温
泉
散
策二

年
三
組　

寺
田　

優
里

　

私
は
こ
の
修
学
旅
行
で
と
て
も
楽
し
い
思
い

出
が
た
く
さ
ん
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
な
と
思
っ

た
こ
と
は
、
二
日
目
の
道
後
温
泉
散
策
で
す
。

　

道
後
温
泉
は
、「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の

モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
お
り
、
行
く
前
か
ら
と
て

も
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ざ
見

に
行
っ
て
見
る
と
、
外
見
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
温
泉
か
ら
出
て
、
着
物

を
着
て
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
外
を
な
が
め
て
い
る

と
、
ふ
と
、
千
尋
も
確
か
こ
ん
な
風
に
外
を
な

が
め
て
い
た
な
と
思
い
、
不
思
議
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
肝
心
の
温
泉
は
、
以
前
先
生
が

言
っ
て
い
た
通
り
微
妙
な
深
さ
で
し
た
が
、
不

思
議
と
眠
た
く
な
っ
て
し
ま
う
程
安
ら
ぐ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
後
温

泉
散
策
の
際
、
私

た
ち
の
グ
ル
ー
プ

は
一
番
乗
り
で
人

力
車
に
乗
り
ま
し

た
。
そ
の
せ
い

か
、
み
ん
な
の
視

線
が
多
く
感
じ
ら

れ
、
少
し
恥
ず
か

し
か
っ
た
で
す

が
、
初
め
て
の
人

力
車
を
体
験
し
て
、
清
々
し
い
気
分
に
な
り
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

道
後
温
泉
散
策
、
楽
し
す
ぎ
て
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
散
策
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
日
で
、
あ

ま
り
話
す
こ
と
の
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
子
た

ち
と
も
よ
く
話
す
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
思
い

出
に
残
る
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　　

キ
ラ
キ
ラ
ス
マ
イ
ル

三
年
三
組　

伊
藤　

誠
悟

　

見
上
げ
る
と　

　
　

空
に
置
き
ざ
り 

「
太
陽
と
心
臓
」

　

こ
れ
は
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
で
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
自
分
や
み
ん
な

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
俳
句
で
す
。
注
目
し
て
欲
し

い
の
は
、「
太
陽
」
と
「
心
臓
」
で
す
。
六
月
二

日
の
朝
、
目
覚
ま
し
時
計
が
鳴
る
前
に
起
き
て

し
ま
う
あ
の
感
じ
。
そ
し
て
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
に
乗
っ
て
フ
ワ
ッ
と
な
る
の
を
「
心
臓
」

で
表
し
ま
し
た
。「
太
陽
」
は
行
く
前
の
み
ん

な
の
輝
い
た
目
、
ナ
ガ
シ
マ
で
の
笑
顔
を
表
し

ま
し
た
。
最
後
の
遠
足
な
の
も
あ
っ
て
、
時
間

を
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
一
番
の
思
い
出
は

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
そ
の
待
ち
時
間

で
し
り
と
り
な
ど
を
し
た
こ
と
で
す
。
こ
ん
な

に
楽
し
い
の
か
と
小
学
生
の
よ
う
に
笑
え
ま
し

た
。
ま
た
、
中
山
先
生
が
結
構
速
い
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
て
い
て
鼻
の
穴
と
目
が
大

き
く
開
い
て
い
る
の
は
ツ
ボ
で
し
た
。

　

も
う
こ
の
学
年
で
遠
く
に
行
く
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
と
思
う
と
寂
し
い
気
も
し
ま
す
が
、

残
り
の
行
事
や
学
校
生
活
で
最
高
の
思
い
出
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
忘
れ
ら
れ

な
い
遠
足
に
な
り
よ
か
っ
た
で
す
。
三
年
生

最
高
～
�

　

遠
足
の
思
い
出

三
年
六
組
一
同　

（
Ａ
班
）
昼
食
後
の
フ
リ
ス
ビ
ー
と
バ
イ
キ
ン

グ
三
回
は
、
気
持
ち
悪
く
な
る
の
で
お
勧
め
し

ま
せ
ん
。
ご
利
用
は
計
画
的
に
�

（
Ｂ
班
）
絶
叫
が
苦
手
な
私
達
は
最
初
に
ホ
ワ

イ
ト
サ
イ
ク
ロ
ン
に
。
そ
の
結
果
他
の
乗
り
物

が
し
ょ
ぼ
く
感
じ
て
無
事
克
服
で
き
ま
し
た
�

（
Ｃ
班
）
鯉
の
エ
サ
に
五
百
円
使
っ
た
結
果
、

鯉
の
可
愛
さ
に
気
づ
い
た
僕
ら
。
次
は
彼
女
と

来
た
い
な
ぁ
…
…
。

（
Ｄ
班
）
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
で
先
生
達
が
フ
ァ
ス

ト
パ
ス
を
使
っ
て
い
て
ず
る
い
と
思
っ
た
の

で
、
僕
達
も
嵐
で
課
金
し
真
似
し
て
み
た
。

（
Ｅ
班
）
あ
ま
り
過
激
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い

た
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
が
、
予
想
以
上
に
激
し
く
て

死
ぬ
か
と
思
っ
た
。

（
Ｆ
班
）
楽
し
み
し
て
い
た
嵐
は
予
想
以
上
に

激
し
く
、
他
の
乗
り
物
に
無
い
感
覚
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
並
ん
だ
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

（
Ｇ
班
）
全
身
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
冷
た
い
視
線

を
浴
び
な
が
ら
も
、
沢
山
の
乗
り
物
に
乗
っ
た

こ
と
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。

（
Ｈ
班
）
一
番
最
初
に
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ゴ
ン
に

行
っ
た
の
に
直
前
で
中
止
に
な
っ
て
残
念
�
で

も
、
他
の
乗
り
物
に
乗
れ
た
の
で
良
か
っ
た
。

（
Ｉ
班
）「
ひ
さ
か
た
の　

み
え
た
る
龍
の
伊

勢
の
空　

淡
く
煌
め
く　

春
の
木
漏
れ
日
」　

（
担
任
）
ス
、
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ゴ
ン
が
…
…

（
副
担
任
）
や
っ
ぱ
り
乗
り
物
、
恐
か
っ
た
…
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平成29年度 部活動試合結果 （愛知県高等学校総合体育大会） 
 
☆2017高校総体結果

陸 上 競 技                                                                                              
＜支部予選＞　男子　１位　100m　酒井（大会新記録）、110mハードル　神谷、3000m障害　二村、
　　　　　　　　　　　　　走幅跳　大田、三段跳　水野、やり投　大庫、ハンマー投　大庫
　　　　　　　　　　２位　5000m　二村、110mハードル　森、三段跳　鈴木
　　　　　　　　　　３位　5000m　磯田、5000m競歩　岩切、400mリレー　水野・西郷・大田・奈良
　　　　　　　　　　　　　走幅跳　鈴木、三段跳　大田
　　　　　　　　　　４位　400mハードル　森、3000m障害　磯田、走幅跳　水野
　　　　　　　　　　５位　400m　牧迫、5000m競歩　児玉、1600mリレー　奈良・牧迫・水野・森
　　　　　　　　　　６位　1500m　二村、5000m競歩　長坂、走高跳　神谷
　　　　　　　　　　※ 200m　酒井（県大会シード権）  　　　　　　　　　　　  （延べ22種目で県大会に出場）	
　　　　　　　女子　入賞者なし
＜県 大 会＞　男子　10位　三段跳　水野
　　　　　　　　　　400mリレー、1600mリレー、個人20種目は予選敗退
柔　　　　道  
＜支部予選＞　男子　団体　１－４ 常滑、１－３ 半田
　　　　　　　男子　個人　田中（第３位）　　　　　　　　　　　　　 　　（個人戦は男子全員県大会出場）
　　　　　　　女子　団体　０－３ 知多翔洋、２－１ 半田東、０－１ 半田農（全体３位　県大会出場）
　　　　　　　女子　個人　外山（第２位）	 　　　　　　 　（個人戦は女子全員県大会出場）
＜県 大 会＞　男子　個人　中山（ベスト16）、吉野（３回戦敗退）、田中、金沢（１回戦敗退）
　　　　　　　女子　個人　小田（１回戦敗退）、鈴木、外山（２回戦敗退）
　　　　　　　女子　団体　１－１ 岡崎商業（代表戦で敗退）	
バスケットボール 
＜支部予選＞　男子　１回戦　129－30 半田農、２回戦　54－66 半田工
　　　　　　　女子　１回戦　129－42 東浦、２回戦　98－43 半田東
　　　　　　　　　　決勝リーグ　82－46 常滑、67－42 阿久比、82－51 半田商 （優勝　県大会出場）
ソフトテニス
＜支部予選＞　女子　団体　予選リーグ　２－１ 半田農、２－１ 半田東、１－２ 常滑
　　　　　　　　　　　　　決勝リーグ　１－２ 東海商、１－２ 半田商、２－１ 大府、３－０ 横須賀（全体４位）
　　　　　　　女子　個人　山田・吉﨑組　（Best８　県大会出場）
＜県 大 会＞　男子　個人　城島・大田組、袴田・柏原組（１回戦敗退）
　　　　　　　女子　個人　山田・吉﨑組（３回戦敗退）
卓　　　　球
＜支部予選＞　男子　団体　１回戦　２－３ 半田商、女子　団体　１回戦　０－３ 半田
　　　　　　　女子　シングルス　小島（９位　県大会出場）
＜県 大 会＞　女子　シングルス　小島（１回戦敗退）
弓　　　　道　
＜支部予選＞　男子　団体　40射15中
　　　　　　　女子　団体　40射17中（５位　県大会出場）
＜県 大 会＞　女子　団体　40射15中（予選敗退）					   
バドミントン
＜支部予選＞　男子　団体　１回戦　３－２ 名南工、２回戦　２－３ 中村
　　　　　　　男子　個人　ダブルス　　川村・成田（６回戦進出　県大会出場）
　　　　　　　　　　　　　シングルス　川村　　　（５回戦進出　県大会出場）
　　　　　　　女子　団体　２回戦　３－０ 若宮商、３回戦　３－２ 横須賀、４回戦　０－３ 星城（ベスト８）
＜県 大 会＞　男子　個人　ダブルス　　川村・成田（１回戦敗退）
　　　　　　　　　　　　　シングルス　川村　　　（２回戦敗退）	
バレーボール　男子　＜支部予選＞　１回戦　２－０ 半田東、２回戦　０－２ 横須賀
ハンドボール　女子　＜支部予選＞　１回戦　29－７ 半田東、２回戦　６－17 横須賀
サ ッ カ ー　＜支部予選＞　１回戦　６－０ 東浦、準決勝リーグ　３－２ 阿久比、０－３ 常滑、２－４ 日福
剣　　　　道　＜支部予選＞　男子　団体　予選リーグ　２勝１敗、決勝トーナメント　１回戦　対常滑（敗退　ベスト８）
　　　　　　　　　　　　　　女子　団体　予選リーグ　１勝１敗、決勝トーナメント　１回戦　対横須賀（敗退　ベスト８）

 ☆総体以外での県大会出場部活動
ソフトテニス　女子　愛知県高等学校春季シングルス大会知多支部予選会　シングルス　吉﨑（優勝　県大会出場）
　　　　　　　＜県大会＞　吉﨑（予選リーグ２敗　敗退）	


